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地（知）の拠点

取組の概要

活動地域の基本情報 地域課題と目的

鳴沢村

鳴沢氷穴、青木ヶ原樹
海、溶岩樹型、キャベ
ツ、千戸そばなど

昨年度の取組みで作成された「鳴沢村観光まちづくりビジョン」

求められる観光地としてのコンセプト

コンセプトブック作成を通じて地域ストーリーの発信

課題解決の方法
１．現地調査
昨年度から引き続き活動している学生に加え、今年度から活動を始めた学生と共に再度対象地
域の調査を行い、地域資源を探った。

２．コンセプトブック作成
２つのグループに分かれて作成を行った。

食べ物をコンセプトとし、ヒアリング
調査を重点において作成した。食
べ物を４つに絞り、それぞれヒアリ
ングを行って内容の濃いものとなっ
ている。

怪しいをコンセプトとし、綺麗で面
白い写真に重点をおいて作成し
た。どの角度からの写真が最も
怪しく見えるのかなどを考えて撮
影を行った。

３．先進地視察

４．鳴沢村への報告会の実施

視察先：群馬県川場村 道の駅「川場田園プラ
ザ」
・「農業プラス観光」で自立する川場村の核

・地域資源へのアクセスポイントとしての道の駅のニー
ズを確立
・経済、地域活性化の効果が地域に広く波及

道の駅なるさわで活用できそうなことを考えた。
・今ある資源の最大限の活用
→空き地の活用法／廃棄される
ブルーベリーの新たなる活用法

・他とは一線を画した新しい施設

2020年2月18日開催
□鳴沢村コンセプトブック作成の報告
□道の駅なるさわでの村産品の魅せ方の報告
□学生による先進的な道の駅の事例分析報告

村役場の方、グループ１がヒアリン
グさせていただいた方、まちづくりに
参加している方々に報告会を行った。
報告会後、「ニーズにあったものを考
えないといけない。」と村民の方々が
おっしゃってくれた。地域住民の心を
動かすことができた。

グループ１ グループ２


